
留学してみたい！ そんな思い
を抱いたことはありませんか？
様々なプログラムが実施される春
休みや交換留学の１次募集が開始
が近づく「いま」、知っておきた

い留学情報をまるっとご紹介。さらに国際高等教育院の河合淳子教授の
インタビューも掲載。「留学に向けて何をしたらいいのか分からない！」

「不安なことが多すぎる！」という方、そして「留学してみたいけど情
報を集めるのが面倒！」という方の一助になれば幸いです。

気になったことがあったら「海外留学の手引き2022」を読んでみるか、
国際教育交流課をはじめとした各窓口に相談に行ってみては？

※今回は学部留学を中心に内容を掲載します。　　　　　　（ふーぷ）

留学に行くならどれくらいの語
学力が必要なの？
（※英語についてのみ）

プログラムや留学先によって
様々です。それぞれ出願の条件と
してTOEFL iBTやIELTSが課され
ることも多いので、まずは各種試
験にトライして自分の能力を知る
ことも大切かもしれません。１回
生で受けるTOEFL ITPの点数も１
つの参考になることでしょう。

留学前に京都で英語や日本語を
使いながら留学生と交流できる機
会やプログラムはないの？

留学生ラウンジ「きずな」のイ
ベントやネット上の言語交換掲
示板の活用、後述のSJCやKCJSに
よって開講される講義、または
KCJSや京大によって開かれる留
学生との交流プログラムなど様々
な機会があります。これらに参加
してみてはいかがでしょう。

交換留学や各種プログラム、イ
ベントの募集についての情報はど
こから集めればいいの？

KULASISの共通掲示板で［分類
選択］から［留学］を選択すると
最新のプログラムや奨学金の情報
が入手可能で、国際教育交流課の
公式LINEでも同様の情報が得ら
れます！ 国際教育交流課に相談
に行ったり、現地の大学のホーム
ページや資料を読むのも有効です。

「誰かに相談して考えたい！」っ
ていう時はどこに相談に行けばい
いの？

疑問や不安が湧いてきたら、国
際教育交流課の留学相談室、交換
留学については「海外留学の手引
き」記載の各学部の教員の方など
に連絡を取るのも有効です。各国
や各地域が主催する留学フェアで
留学経験者の話を聞くと更に具体
的なイメージを描けるでしょう。
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クロスバイクを購入しました。早くビワイチ（琵琶湖一周サイクリング）したい!!　　� （院　匿名希望）
⇒ビワイチの次は東海道五十三次しましょう！� （中山道の方が面白そう？；編）



京大から提供されるプログラムに参加する留学形態。交換
留学に比べ期間は短いものの、語学留学などに比して費用も
抑えられる上に春休みや夏休みを最大限活用して海外経験を
得られます。また春休みに実施される東南アジアや東アジア
各国の大学でのスプリングスクールは「多文化教養演習 ：見・
聞・知」としてキャリア群の単位として認定される（東南ア
ジア３カ国の分に関しては文学部の専門科目としても認定可
能）ほか、渡航を伴うILASセミナーも単位として認定され
るのが大きなメリットです！

京大の大学間学生交流協定、もしくは部局間学生交流協定
を結んでいる計30カ国以上、約150の大学の中から１校を
選んで１学期以上１年以内留学をするというもの。休学する
必要も無く、現地の大学で取得した単位が京大の単位として
認められる場合もあり、学費も京大に納めておけば現地で納
める必要はありません。私費留学よりは費用が抑えられるほ
か、私費留学と同じく奨学金を活用することで更に費用を抑
えることができます！

ただし出発の前の年の内に実施される学内応募（２月から
始まる１次募集、７月から始まる２次募集）に申し込む必要
があるほか、それまでに語学の試験を受けたり、推薦書を用
意する必要があるなど他の留学形態に比して更に前の時期か
ら十分な準備が求められることには注意しましょう。

各国の語学学校や現地の大学のプログラムに直接申し込む
スタイル。短期留学よりは費用が嵩

かさ

むものの、行き先の選択
肢がはるかに広がるほか、期間も思いのまま！ プログラム
の自由度次第ではより現地を見て回る時間ができるので「留
学もしたいけどしっかり観光もしたい！」という方にはおす
すめ。京大経由で申し込めるものや、京大生協（キャリア&
トラベルセンター）経由で申し込めるものもあり、ルネにい
くつかパンフレットが置いてあるのでチェックしてみては。

一般私費留学は卒業後や休学中に現地の大学に入学する方
法。こちらも交換留学よりは経済的負担が大きいものの、行
き先の選択肢ははるかに広がります。また課題となる費用も
様々な団体から提供される奨学金を活用することで一定程度
抑えられます。更に卒業後に行くと交換留学と違って期間の
上限が全く無くなるので、交換留学以上に専門的な勉強や研
究をするのには向いている方法と言えるでしょう。

そのほかインターンシップで職務経験を積みながら、もし
くは青年海外協力隊などのボランティアで社会貢献をしなが
ら語学力を身に着けるという手法もあります。これらを斡旋
している団体やこれら以外の留学形態についても「海外留学
の手引き」に複数掲載されているので是非参考にしてみてく
ださい。

2024年１月～12月出発分の交換留学の１次募集が２月末
から開始されます！ 今からTOEFLなどの語学試験に申し込
んでもまだ間に合うかも?!　指導教員（もしくは担任）の推
薦書を貰うのもお忘れなく。

必要な書類などの詳細については、京大のホームページの
「教育・学生支援」＞「海外留学を希望する京大生へ」＞「京
大の留学プログラム」＞「交換留学」＞「交換留学の流れ」
＞「学内応募について」のページで確認して下さい。学部に
よって書類の提出期限が変わってくるので、各学部のホーム
ページを確認するか、もしくは教務掛に問い合わせてみて下
さい。

SJC（スタンフォード日本センター）とKCJS（京都アメリ
カ大学コンソーシアム）はそれぞれアメリカの大学が京都で
開講する講義に米国大学生と参加するプログラムです。どち
らも英語で実施され、日本にまつわる内容になっています。

今度の４月～６月に実施されるSJCの講義は１月中に募集
がかかる予定で、次のKCJSの講義は９月～12月に開講され、
これは６月中旬から募集が始まる予定になっています。

英語の勉強になることは勿論、留学の取っ掛かりとして活
用したり、米国の大学生と交流しながら日本について改めて
考えたりできる良い機会です。留学に興味がない方も一度参
加してみる価値はあるはず！

京大の留学情報がまとまった冊子。
毎年更新されて京大のホームページに
掲載されるほか、協定校のパンフレッ
トなどと一緒に教育推進・学生支援部
棟の入口近くのラックで配られている
ので最新版は要チェックです！
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夕方になると最寄り駅のバス停にある木々に雀のような小鳥がたむろしていて騒がしくはあるが風情らしきものがあるなと思った。　　
　� （薬・３　臆病な白起）
　⇒お昼に鴨川デルタに行くとトンビがたむろしていて騒がしいし弁当が不安だなと思った。� （橋の下なら割と安全；編）



―――学部留学、ひいては留学の価値や
魅力は何だと思われますか？

まずは留学一般でやはり一番いいなと
思うのは、人に出会うことですよね。留
学の準備を進める中でも、留学を思い立
たなかったら出会うことのなかった人た
ちに出会えます。勿論留学先で出会う人
たちが財産になりますしね。私の経験か
らすると留学の価値というのはそういっ
たところです。

私は実は学部留学をしていなくって、
大学院留学をしました。大学院の留学っ
て言うと、やっぱり研究しに行く、つま
りは専門家になるためのトレーニングっ
ていう色合いが強くなるんです。けど、
学部留学っていうもう少し若いステージ
で行くと、専門にそんなにとらわれない
中で色んな人や価値観に出会うことがで
きるので、それは魅力じゃないかなと
思っています。
―――院の留学よりは肩肘張らずに「試
しに行ってみる」という感じでしょうか。

そうですね。学部留学だと色んな学部
の人と関われるし、やっぱできるだけ若
い時に行くのがいいんじゃないかな。私
が留学して帰ってきた時に、とある偉い
先生が「留学したの。いいね」って。偉
い先生なので「私が出会う海外の人って
言ったら偉い人ばっかり。だからそうい
う人達と学生時代、何者でもない頃に出
会うっていうのはもう本当にかけがえが
ないんじゃないか」っておっしゃってい
て、それはそうだなって思いますね。

―――留学の行き先はどう考えたらいい
んでしょうか？

いま東アジアとか東南アジアへ短期で
京大生を送るプログラムを担当していま
す。英語圏は人気なので、何か言わなく
ても京大生は行くので、そこは置いて
おいて（笑）　やっぱり隣人なんだけど、
意外と行かないようなところに行っても
らおうということです。短期で行けば、
その次半年から１年の交換留学を選ぶ人
もいますし、結果としてそこに大学院留
学に行くような人も増えてきているので、
その取っ掛かりになったらな、というこ
とでやっています。行ったらみんなすご
い変わってきますし、それらのプログラ
ムは向こうの国のトップレベルの学生と
出会って話ができる、というので大事に
しています。だからやっぱり学部時代は
そんなに狭く考えないでやったらいいと
思います。まず外へ出てみるっていうの
が一番ですね。その先にはもちろん、自
分の興味もありますし、それからさっき
の短期留学のプログラムだと「将来は大
学院で海外に行きたいけどその前に」っ
ていう人もいるし、「将来は欧米に行く
つもりだけど、その前にアジアに」って
いうような人もいます。そんな感じで学
部時代は選んだらいいんじゃないかなと。
大学院になってくると、自分の専門の中
でやりたいことが深められる大学を選ぶ
んですよね。というので、私はアメリカ
の大学のいいプログラムを持っていると
ころを選びました。

―――留学の際に言語面の不安はあり
ましたか？

私は高校時代に１年間、留学プログ
ラムでアメリカに行っていたんですけ
ど、それでも不安はあるはありました。
１年間しか行ってないですし、高校時
代の話ですからね。だからちゃんとア
カデミックな世界で話ができるかって
いうとそうじゃない、というのは分
かっていたので、それは不安でした。
そしてやっぱり不安の通り、何もでき
なかったですね（笑）　ディスカッショ
ンがとんでもなく大変で、全然ついて
いけなかった。けど、毎回何か一言ぐ
らいはしゃべろうっていう感じですね。
そして、毎回読まないといけない量が
すごい多いんですよね。それを読んで
それについてディスカッションするっ
ていう感じですよね。それで、みんな
結構食べながらディナーセッションみ
たいな感じで、ピザを食べながら議論
したりするんですけど、食べながら聞
きながら読んだことを思い出して、そ
して話すっていうのは、もう至難の業
で（笑）　そこに「食べる」が入るかっ
て思いましたね。

―――大学院の留学にあたってどれく
らい勉強されましたか？

TOEFLは割り切ってある程度勉強は
しました。で、大学院に行くためには
英語のネイティブの人も受けるGREっ
ていう試験を受ける必要があって、こ
れ が め ち ゃ め ち ゃ 難 し い ん で す よ。
GREは半分も取れへんかったんやない
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近頃ペンネームの欄にもはみだしすてーじしています。　　　　� （理・５　　学部、学年にもはみだせますか？）
⇒[動]はみだしすてーじする　� （学年がはみだしたら人生がはみだしすてーじしますね！；編）



かなと思います。だから何で選考を通っ
たのか分からない。運も結構関係するの
かな。留学っていうのは。運とか縁とか、
何かそういうものを信じますね。１校だ
けに引っかかってバークレイ校へってい
う。これもすごい「出会い」だと思うん
ですね。未来のスーパーバイザーから
メールがやっと来て「来ないか？」みた
いなことが書いてあったんですけど、本
当にむっちゃ嬉しかったですね。

留学って行ってからの方が大変な感じ
がしますけど、行く前も結構大変です。
ただ、その過程で留学経験のある人の話
を聞いたり、色々留学支援してくれる人
の話を聞いたりとかですね。そういうの
で、やっぱりそういう「出会い」はすご
く大事だなって感じがしますね。

―――現地で苦労されたことは何ですか？
やっぱりもう大量に書かないといけな

いのでしんどかったですね。読んでレ
ポートを書いて、ディスカッションを
踏まえてレポートを書いてみたいなこと
だったんで。でも周りの現地の学生は
ちゃんとやってるんですよね。そこに追
いつこうとして頑張って。それで、本当
に真剣に勉強する。そういう人たちと一
緒に勉強できるっていうのはやっぱりす
ごい財産ですので。それで、オンとオフ
が結構しっかりしてて、15週間（１学期）
は体に悪いほど頑張って、長期休みみた
いなオフの時はオフ。留学生の身分から
すると追いつかないといけないので、休
みも勉強するんですけど。

感心するのは、留学先の教授たちは学
期の間は教育を最優先してくれているん
ですね。研究者としても一流の先生方な
んですけど、学期中は教育最優先で学生
の話を聞いてくれますし、学生が出した
レポートも２週間ぐらいで返してくれま
すので、その辺の教育に対する情熱と態
度は自分が教員になってから、すごいこ
となんだなっていうのがわかるようにな
りましたね。

―――現地ではどのようなところにお住
まいでしたか？

インターナショナルハウスというとこ
ろに住んでいて、そこの生活も面白かっ
たですね。600人住んでいてそのうち

300人が留学生で300人が現地の学生なん
です。大学院生は１人１部屋もらえるんで
すけど、もうベッドと机があるだけで。そ
れで、食堂が１つあって、そこでいろんな
人と出会うっていうのも楽しかったですね。
みんなよく喋るんですね。あんまり見たこ
とない人でもそこで知り合いになるみたい
な。食事に行ったら誰かに会って “しまう”
ので（笑）　勉強しないといけない時とか
はちょっと柱の陰で食べたりするんですけ
ど。それでも喋りに来るみたいな。そんな
私はそんな喋りまくる感じでもないんです
けど。それでも「どうしてんの？」ってト
レーを持って寄ってくるんですよ。でも本
当にみんなよく勉強しますし、そこの知り
合いも財産に感じますね。

―――コロナ禍で増えているオンライン留
学のプログラムについてはどのように感じ
ていらっしゃいますか？

オンラインでも結構いろんなことができ
るっていうことは発見でしたね。他の先
生方と一緒に京都サマープログラムって
いうのを実施していて、海外の学生を50
人ぐらい受け入れて。で、京大生も参加で
きるようにして、２週間ぐらい一緒に勉強
するっていうプログラムをしてるんですね。
コロナ禍では３回オンラインでやって、参
加してくれた京大生がかなり頑張ってくれ
たっていうこともあるんですけど、非常に
質の高い教育ができたと思ってますし、交
流もものすごく進んで良かったと思います。
オンラインでまず知り合って、「今度何と
か対面で会おうね」みたいな感じになって
て、会いに行ったりしてるみたいですね。
まだ色々できるなという感じですね。だか
ら色々面白い講義のラインナップを用意し
てるんです。講義はオンラインであっても
できるかなっていう感じですね。

ち ょ っ と で き な い な っ て い う の は、
フィールドトリップですね。オンラインで
も工夫して色々やるんですけど、そこに行
くっていうのを超えることはやっぱりでき
ないんですね。ただ、そのほかほとんどの
ことはできる、というのが私自身の実感で
す。皆さんちょっとオンライン疲れとなっ
て、あんまりずっとオンラインが続くのは
嬉しくないかもしれませんけど、うまく使
えば海外の学生とも仲良くなれるんです。

―――最後に京大生にメッセージをお願
いします。

短期の東アジアと東南アジアのプログ
ラムをこの２月３月でやろうとしてます。
６つあるんですけど、４つが対面、２つ
がオンラインの予定です（2022年11月
末日時点）。コロナ明けの現地に行く初
めてのプログラムで、我々の方も本当に
慎重に、できるだけ準備をして実施しよ
うとしています。というところで必ずワ
クチンを３回打ってもらうようにお願い
しています。色々な事情でワクチンを受
けられない人がいるっていうのは、本当
にわかっているんですが、危機管理の面
では重要なので、それを今回の応募資格
にしています。向こうの病院とか、色々
な態勢を整えて送り出そうとしていると
ころなので、皆さんの方でも考えてい
ただいて、それでも不安やったらもう
ちょっと様子を見て、今回の様子を見て
から参加するとかですね。とにかくやっ
ぱり私としては留学は勧めたいな。人生
で一回は経験してほしいなっていうもの
なので、それを安全にできるようにこち
らも考えています。でも留学は、やっぱ
り自分の責任において考えてもらう必要
があります。

このプログラム以外にも色んな機会が
あるので。結構知らなかったっていう人
が多いんですよ。「こんなええプログラ
ムあんの知らんかったわ」みたいな。で
も気づいたときに行動するのが最短なの
で。そこからでも全然遅くないし、思い
ついたら行動を起こしてもらいたいです。
私は留学相談の担当としてHPに連絡先
も載せているので、気楽に話をしにきて
もらったらいいと思っています。そこか
らスタートしてもらって、経験者の人と
かいろんな人を紹介するので、それで実
現してくれたら嬉しいですね。
―――本日はお忙しい中ありがとうござ
いました。
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手に入りそうにないものに気付かず笑って過ごすのと、気付いてがっかりするのとどっちが幸せかなー。　　　（文・２　週末は歯医者）
⇒本当に手に入らないのか、足掻いてみても良いかもですね。� （若者は無茶してこそ。；編）


